




























ものがたり 

谌京の 街 中に ある、. 四 山 環境 研究所。 所長の 西 山 . H 玄は 今日 も 若い 所員 
を 指 禅して、 大気汚染の 分 折に とリ くんで いる。 そこへ' 夢の 島に へん * 
動物 発生/の 報ら せが ® リ部屋 をと び 出した。 現場では 自衛隊 員が 出動し 
火炤 放射 器に よる 大規模な 焼 打ち 作戦が 進行して いた。 

「キ 卜ッ — /」 !«] 行の 娘 まり子の 恐怖の 声で 一同が その 場で みた ものは、 
長さ三十犍もあ.る無気味な大ナメク.シであつた。 

その 夜、 大ナメ クジ発 生の 原因に ついて、 良 玄は 、我々 の 食物の 中に 使 
用され ている 蛋白質 防腐剤 AF2 が 影響して いるか も 知れない。 また 「大 
K 中には 既に 五 千万 トン もの 汚染物質が 充満して いる。 これ" か 限界に 達し 
何 かが ^ 金と なつて" どつ と 降 リ落 ちる 丰だ つて 考えられな <はな い、 そ 
うなる と、 柬京 は、 いや、 日本中が アフリカの 砂漠の ように 死にた えてし 
まう；；」と高度成長経滴の遺産"てある公害の深刻さを説く。 

良玄の 企業に 対する 容赦ない 公害 摘発の 態度に 対しての 報復 も 始まつ た。 
所 « のなかには企業側の卑劣な脅迫に_えきれず、研究所をさるものもあ 
らわれ てきた。 工場 排水の 採取 も 企業内 労組 H 達の 妨害で 闹難 になつ てき 
た。 しかし このまま 自然破壊 や 大気汚染が 進めば、 異常 ^ t の 原因と もな 
リ'旱魃や冷害、洪水を招き人：：1増加に伴う深刻な食糧危機となる0地球 
破 減、 人類 滅亡の 日は ノス ト V タム スの子 言通リ 確実に 近い将来 現実の も 
のとなる/良 玄は学 者の 立場から、 精力 的に そのこと を 訴え 続けた。 

良玄の娘まリ子は、報道キヤメ：フマンの中川と将来を誓い合つていた。 
中川の故郷は連かな漁村で父はその漁協の組合長として平和な暮しが続い 
ていたが 、志る 日 突然® 来した 茶 褐 fe の^— 赤潮の 発生は 一夜に して 費 
かな 海の 資源を 全滅 させて しまつた。 漁夫 達は 怒リと 悲しみと 絶望の 中で 
自殺し ようとす る 者まで 現われ だした。 

ある 地方では 奇型児 出産 牢 が 三 0 % を 超えた。 植物人間 や 人間が 縮んで 
しまう 新しい クル 病の 発生：； 夜に して 大発 生した 未知の 雑草と その 被 
害" 一つの 能力が 異常に 発達した 子供の 出現」 例えば 歩： S てはいる の だが、 
物漤 いスピ ー ドで 走る 子供。 ■シヤン プカの み 異常に 増大した 女の子。 電子 
計箅 機に 劣らぬ 計箅 能力を もつ 幼 ^ …… 等" 異常で 奇怪な 事件 や 現象が 日 
本 ft 地で 起リ始 めて いた。 閣僚の ひと リ 開発 大臣は ノィ □—ゼ が 昂じて 狂 
い 出して しまい' 自宅の 松の木の h r 痴呆の ような 状態になる * リ さまで 
あった。 

.方、 世界を 襲う 異 《 r ft k 象は 

エジプトの ピラミッドに 吹雪が 舞い' 大洋が みるみる 氷結して 巨大 客船 
を氷でとざしてしまつ £ " # 稍されたスモッグは、厚い層 8 となリ太陽光 
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不気味な 実感と ともに 


特蛛 技術 監督 

中 野昭慶 

超紫外線の直射によって、みる<茶褐色に変色してゆく街路樹 

や 綠の 山な み この 映画の 一場面で あるが、 大気 中の 有害物質 

や' 地中の 毒物に よっ て祜れ た 樹木を 見馴れて いる 私に とって" そ 
う 驚く ほどの 場面では ない と 思っ たのが 間違いで * った。 

先ず、綠を蛮色させるのに、塗料を使ったのでは现実感_かないの 
で、 自然に 枯れて ゆく のを 待つ ことにした。 しかし、 十日 も 二十日 

も 待つ わけには いかない" 短 時 問で 自然に 枯らす には そこで 

思いっいた のが 毒性の あ リ そうな 化学 薬品で * った。 塩酸、 硫酸、 
硝酸、 アンモニア 等に ヒム □杉の 苗木の 根を 浸して、 緑の 葉が 枯れ 
て ゆく のを 待つ ことにした。 貴重な 苗木を こんな 風に 扱う のはい さ 
さか 残酷に 思えた が 仕方が* い。 罪の 意識に 苛まれ 乍ら' 四十 五 時間 
待っ たが" 一向に 変色の きざしは ない。 遂に 三 H 問 放置した が、 綠 
は 依然として 綠で あった" 根と 茎は 完全に 枯れて 真っ 黒に なって い 
るの だが、 葉は 鮮かな 綠 のままで あった 。この 驚くべき 綠の 生命力 
に、 私は 啞然 となっ たので ある。 あらゆる 生命の 源で ある 緑 * れぱ 
こその 強さで * ろう。 今、 人間は、 その 緑を 枯らす ぼ どの 猛毒を 空 
中に、 地中に ばらまいて いるの だ。 ノストラダムスの 予言が 身に し 
みた ー瞒 であっ た。 

そんな 折も折、 此の間は 実際に 硫酸の 雨が 降っ てきた。 あれが も 
し、 濃硫酸に 匹敵す る 濃度で あったなら、 葉っぱの 緑は 枯れなくても 
人間の 皮赠は 焼けた だれ、 それ こそ 茶褐色に 蛮 色して しまったろう。 

全人 類が 滅亡す るな どと いう ことは 誰も 信用し ないか もしれ ない。 
しかし' 「大 予言」 が これ だけ 話題になる のは、 そんな 予感の する 
出来事が現実に頻繁に起こってぃるからではなぃだろぅか。異常気 
象に よる 天変地異は どんな ことが 起こる か 想像 もつ かない。 今回の 
特撮の 見 世 場は その 異常気象と 核爆発で あつた。 私自身 何 か 不気味 
な 実感を もって 撮リ 終えた ので ある。 


今 こそ 英知を 


監 督 

舛田利 雄 

結婚した 頃、 僕は 妻に 子供は 作らない よと 言つ ていた。 原爆の 後、 
水爆が 出来て、 その実 験に 世の中が 騒然と している 時だった。 青年 
の 僕は 本当に こわ かった。 人間に もい ろん な槌 類が いる。 核を * つ 
かう 人間の 中に、 ひよ つと したら おかしい のが 居る かもしれ ない。 
又い <6 万全を 期しても 人間の やる 事 だ、 いつ、 どこで、 過失に よ 
る 爆発 ■か 起きる かもしれ ない。 こんな 恐怖の 充満して いる 世界は、 
俺 だけで 沢山で、 きっと 可愛いで * ろう 我 ■か 子を 生み出す なんて、 
とんでもない とかた <思 っていた。 それが、 今や 人並みに 家庭を 怍 
リ 、成人した 息子、 娘と 口喧嘩な どしながら、 ぼん やリと 高度成長 社 
会と 言う 中で 太平な 日々 を 送つ ている、 全く 変リ 果てた 我が 姿で あ 
リ ます。 ちよっ と 考えて 見れぱ 、今の 時代の 怖ろ しさは' その 当時 
とは 比較に も * らない 程な のに …… 分っ てはいても、 実感と して 生 
きていない'その人間のゴウのようなものが、本当はー番怖ろしい 
と 思います。 

この 映 圆を演 出す るに あた リ "僕は ごく 普通の 男な ので" 大 予言 
などと いう オカルトの 世界は 信じ 切れないの です ■か、 ド □繩 式に い 
ろん な 本を 読み、 学者 識者の 話を 聞き、 現在 私達の 生きて 5 る 地球 
が、 その 中で も 特に 日本が 如何に 惡い 方向への 急 斜面を 転" かリ 落ち 
ている かを 知リ "慄然と しました。 その 怖ろ しさの 実感を 少しで も 
観客の 皆さん 方に 分つ て 頂きたい と 思つ たのです。 

劇 映 固です ので、 多少の 誇張は * リ ます ■か、 基本的な 姿は 歪めて 
ない 積 リ です" 

映画の 中の 主人公 も 繰リ 返し 言っ ている ように、 人間 •か 作つ たもの 
に 人間が 犯されて いる 事の 恐 かさ、 何とも 納得し 難い 現在と いう 時代 
を、 見直して 頂ければ 冇難 いと 思います。 そして、 一人一人が なん 
とかしな けれ ぱいかん、 それ も 今のう ちに' と 考えて 頂ければ と 願 
って お リま す。 
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これは、 人類の 減 亡を 真正面から 捉えた、 
壮大な 恐怖 □マンで * る。 

自らの手で自らを減ぼしてゆく人類。その 
姿は" 特別 スタッフ 〔各界の トップ 科学者に 
ょリ 構成〕 の アドバィスに ょリ 、料 学 的に 裏 
打ちされ た 映像で 描かれる。 特撖は 「日本 沈 
没」 の 中 野 昭_が 、更に 重厚に、 更に 夢幻に、 
恐怖の 画面を 穡み 重ねて ゆ 

"今なら 遅くは ない/, 減 亡に 向いつつ ぁ 
る 人類に、 これは 激しい 瞥 鐘を 打ち鳴らす 超 
大作で ぁる。 

原作は、 既に 一四 〇 万 部を 壳リ尽 し' 更に 
おとろえを しらぬ 売れ行きを 示して いる 大べ 
スト セラ— 『ノス 卜一フ ■タム スの大 予言』。 

文豪 ゲ— テは、 名作 「ファ ウス 卜」 の 中で 
こぅ* 一いて いる" それ 脱け 出せ、 広 <開か れ 
た世界へ、ここに神秘にみちた本„か * る。 
スト ラダ ムスが 手ず から 誌した、 かの 偉大な 
る本だ。ぉまぇの'これからの案内役として 
は、 この 本が 一冊 ® れば十 分では ないか， 
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「大 予言」 の 今日 性 


無関心の 罪 


缇 作 a 

田 中 友 幸 

「大子 言」 を 映画化した いと 考えた 第一の 理由は、 一九 九九 年に 人 
類が 滅亡す ると いう" 大子 言， の 今日的な 意味で あリ ます。 

人間が 自ら 築き上げた 文明と 科学の ために 亡びる という 现代 的な 
テ ー マに 大変 興味を 持っ たわけです。 

滅亡の 原因は 何 か？ 

水爆戦争'公害、異常氕 » 、惑星の地球衝突などいろいろの説が 
あリ ますが、 それらの 起こ リ得べ き 可能性を、 科学的 根 抛に もとづい 
て スペクタクルに もリ 上げ 「日本 沈没」 に 続いて 更に それを 上 廻 わる 
特撮 技術を 完成 させて 日本 映： 画の 新しい ジャンルを 切 リ開 ■いて 行き 
たいとい うのが 私の 念願です。 

「大 予言」 は、 あくまで 一 o 〇 パ！ セント 観客に サー ビスす る 超 
大型の スペクタクル 娯楽 作品です が、 テ— マが 社会的 大 問題で ある 
■たけに、 極めて 慎重に 扱わなければ なリ ません。 そのため 脚本 づく 
リに あたつ ては、 多<の 専門家の 意見を 聞き、 科学者 や 作家の 方々 に 
特別 スタッフと して 協力を お願いし ました。 

また われわれ スタッフ も 製作に あた リ 専門家の 諸 先生から 基礎 知 
識と していろ いろ ご ®: 見を 伺； s ましたが、 その実 体と いう ものは ま 
ことに 驚愕の 一語に つき、 人類は 本当に これでよ いの か？ と 痛感し 
たわけです。 

この 映画に 対する われわれの 製作 姿勢は、 単なる 予言の ための 予 
言 映画では なく、 あくまで 科学的な データ ー を ふまえた-もので なけ 
ればな りません。 

あ リ 得る かも 知れぬ 未来の 危機を 描く ことで、 危険な 曲リ 角に さ 
しか かつてい る 現代文明に、 一つの 颦 鐘を 打ち鳴らしたい。 

娯楽 性の 中に 今日的な テ— マを 生かし、 この 映画を 而白 <見 終つ 
た人々„か、人間の未来のぁリ方にっぃて、何ものかを感じ'考ぇて 
もらえれば 望外の 喜びです。 

人類は' 果して 地球上に 生き残る ことが 出来る のだろう か？ 
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ノス 卜 ラダ ムスが 大 予言者で * つたと いう ことは、 間違いの ない 
事実で * る。 彼の 数々 の 予言は、 彼 ■か 生きて いた 四. 白 年 前から 今 B 
までの 歴史の 上で' 多くの 事実と なつて 現われて いる。 

しかし、 「一九 九九 年の 七の 月に 恐怖の 大王が 降リて 来て、 地球が 
滅亡す る」 という ノス 卜 ラダ ムスの 予言を" 私は そのまま 信じて い 
る わけ" ては ない。 そんな 予言を 事実に させない ために、 この 映画が 
製作され 吝の だと 言える だろう。 

という ことは、 一方に 於て" このまま 放つ ておいたら 人類の 全 減 
は 近いと いう 現象が 数 限リな <、存在して5るからである。それは 
公害 その他で * る。 

その他と いう 中には 核戦争 も * るが' 私は' 核戦争が 起こる とは 
思つていない。誰„か何と言おうとも'人類の英知というものを信ず 
るから である。 

しかし、 わが国の 公害問題 だけに 限つ て 考えて みても" それは 全 
く 背筋が寒くなるよう な 恐ろし さに 満ちて いる。 私は 脚本を 書く 前 
に、 専門の 先生たち にいろい ろの 話を 聞いた が' 科学者たち ほど、 
わが国の 前途と いう ものに 対して 悲観的で あつた。 

わが国で経済高度成授がとなえられてから、まだ僅かな年11:しか 
経つ ていない。 ■か" GNP はお どろくべき 伸びを 見せた" いろ^- 
の 公害は、 その 必然的な 結果で ある。 

経： 消 高度 政策を とつた のは 政治家たち だが、 そのような 政治を 許 
したのは、 結局、 人間の 物質的な 欲望で * る。 それが ここまで 来て、 
人冏自 # の 無限の 欲望が その 結果に 復锷 されて いる わけで ある。 

もつ とも 公害と いう ものは、 高度成長 政策 以前から * つた。 そし 
T 又" 私たちが 光化学 スモ ッグに よつ て、 公害を 身近な ものに 感じ 
はじめた 以前に" たとえ ぱ ミナ マ タ病 はすで に 存在して いた。 ただ 
私たちが 無 感心-たつた だけで ある" この 映画が 現在 も つづいて いる 
その 無関心を うち 破る きつ かけに なつて くれたら、 あリが たい。 




五島 勉 著の V スト ラダ ムスの 大 予言〃 は、 この 予言 集を 解き明かし 、 


、諸 世紀 ” とは、 ノス トラ ダ A スが 『この 中に 世界の 未来が ぜんぶ あ る』 と、 言い残した 予言 集。 
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鬆 

も チ—】 - 


mi el v l ea 

广 丨 へ 


，三越 本店 新館 2 階 

ヤングと ヤングミセスの おしゃれ ブティック is 店 


4 •央区 日本概 町丨- 7 


流 


# J&R 

ファ ッシ EJ ナブ f しな ヨー ロ V ハ li レ デ f スカ ジユ アル 

參レ リアン* ドウ 

ドレス _ - r ャ ラ 1 J - 「レリ r ン- ドウ」 が结 表する， ゾフ ジョン 

籲ラ •ガ 5 ヌリ 

サン ジ JJ レ マン ■デ + プ 1 U の 7- 广 y シヨ > 


_ 鳥居 ユキ 

気品ん Wi る 人気の 才り シナ ル プレタ 相け 


• D テイ ニ一 

フレッシュて 住き 生きした 龍 人の 毛皮 サロン 

•レビ 才ン 

と 同時 発表の ヤングの ファー モード 


搴 エレガンス 

授稚な ハ 1 のプ レタ而 げ コレクション 

拳 ダル ジャン 

テ〒 イナー 眛岡 による H _ ロ プ奶フ アツ ション ，しス 


♦ェテ J け 

彐 _〇ゲ 孙ら 迫: 餘人 した かわいい アクセサリ wii s 

•ジュネ •ジ nX リア 

世界 各 J 1] から 雄め た设芸 7 ■ツセ サリ一や 宝 飾 品 > 3’: ノア 


參 ファ:/ リス 

サンジェ ンのお しやれ 店 


參 J レネ* カティ 一 

ハ V の芭拉 デザイン 丨ニ よる 輪 人 シューズ プ^ック 


♦レブロン 

世界の ッシ $ ン リーダ— 商 級 化粧品 

籲プ レイ; j <_ イ 

男の 卜-' タル カジュアル/ 

•ス Zhy ? 1 /、 勹ス 

ロンドンで i 荒行の タウン カジュアル 


_ セシル* ジー 

■ン V — シ V 索 村を テ一マの カシ^ ■アル 

* ダンディ ショップ 

ネクタイから アクセサリー i セ 世界の一 級 品を； 摘え/ 


鲁フ J レフ J レ フラワー 

おしやれな ヤン:/ の J トム アクセサリ一、 フレッシュ-ギフト. 

•ゴ ディバ チョコレート 

■センスが ひ^る ナウな ギフ 卜 





